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第 2 章から第 4 章では、冷戦後における国際平和回復政策の史的展開と人道危機への対応に内在するジレンマ ー
特に、人道危機に対応する道義的衝動(道義性)と国際法的根拠(合法性)と政治的意思(正統性)の聞のジレンマ
ー について検討する。その際、複数の事例(湾岸戦争、ソマリア危機、コソボ紛争、ルワンダ内戦、東ティモール
危機、 9 .11 テロ事件等)を比較検討させ、人道危機に対する国際社会のシームレスな対応の成否のなかから教訓を
導きだし、あわせて、道義性と合法性と正統性のジレンマの解消に向けた国際社会での「共通の言葉(認識) J づく
りの外交工作の意義を再確認する。

































して「国際平和回復政策J としづ新たな概念を構築し、これまでの個別的な分析ではなく、全体を 1 つの流れとして
捉えるものであり、この点で、本論文はこの分野における研究へのきわめて大きな貢献であると考えられる。日本のこ
の分野における活動の詳細な分析とともに、進むべき方向として集団的人間安全保障の概念の下にさまざまな有益な
提言が行われていることも高く評価できる。
したがって、本論文は博士(国際公共政策)を授与するに十分値するものと判断する。
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